2011年度海外臨床実習報告書 by 小林 睦
実習期間：２０１１年５月２日～５月２７日 ４週間
実習先：UiTM（マラー工科大学 マレーシア）
○はじめに
私はこの海外臨床実習に行くまで海外に行ったことがありませんでした。英語力にも全く自信はありませ
んでした。そんな私が海外で実習なんてできるのか。ということですが，一か月の実習は非常に楽しく，有
意義に過ごすことができました。
なので，英語に自信がない人でも興味，やる気さえあれば実習に行くことは可能です！ おそらくこんな
に気軽に海外で勉強させてもらえるということは，これからの人生の中でも少ないと思います。少しでも海
外に興味がある，海外で何かを感じてきたい，英語を上達させたいなど思うことがあれば積極的に challenge
することをお勧めします。
○UiTM（マラー工科大学）を選んだ理由と大学の紹介
冒頭でも言いましたが僕は英語力には自信がありませんでした。聞くことも，話すことも苦手な方でし
た。海外に行くということに関して恐怖心はなかったですが，コミュニケーションがとれるかどうかには，
かなり不安はありました。なので，ネイティブな英語を聞き取る自信がなかったため，第二外国語が英語で
あるマレーシアを選びました。マレーシアは長い間イギリス領地であったこと，またマレー系，インド系，
中華系などの人種が共存する多民族国家であることで，英語が非常に普及しているようです。
マラー工科大学は１９５６年に設立さ
れ，多くのキャンパスを持ち，また
１２０万人もの学生が学んでいる非常
に大きな大学です。僕らはその中の
サライヤン campus で１ヶ月を過ご
させてもらいました。サライヤン
campus は医学生の campus で，５
年間の大学生活のうち，３～５年生
がこの campus を拠点として実習を
しています。Campus にはクリニッ
クが併設されており，また歩いて１５
分のところに附属病院もあります。
それ以外でも車で２０分程度離れたと
ころに附属のクリニックがありま
す。
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Discipline From To
Orientation 2nd May,2011 6th May,2011
Infection 9th May,2011 13th May,2011
PCM 16th May,2011 27th May,2011
Pic1. サライヤン campus
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○実習までの道のり
準備のうち英語以外の準備としてはいくつかあり，UiTM との連絡，航空チケット，旅行保険，変圧器，
コンセントアダプターなどがありました。航空チケットなどの大部分は僕らのリーダーの小林玲さんがほぼ
全て行ってくれました。その他はみんなで分担して準備しました。
英語の準備としては，今までの先輩方もやってきた１００Cases を毎週グループで解き，月に一度山城先生
主催の NEJM の Clinical problem solving の輪読会を行いました。その他には山城先生から頂いた教材を用
いて話す練習をしました。しかし現地に行ってみて感じましたが，英単語の力は付きましたが Listening や
Speaking ももっとしっかり訓練しておけばよかったなと思いました。
○実習について
病院実習では，基本的に午前が患者さんの診察，午後がレクチャーおよび学生によるプレゼンテーション
でした。クリニックの実習は８：００～１７：００までで，午前と午後に分かれており，それぞれの担当箇所にて
実習を行っていました。
▼Orientation：１週目
今年の実習は少し特殊であったかもしれません。５月の１週目が卒業試験であったこと，また事務の方と
の連絡がうまくいっていなかったこともあり，１週目は実習ができないと言われてしまいました。また事前
に自分の実習したい科を希望していたのですが，それも伝わっていませんでした。そのようなハプニングも
あり，１週目は今後の自分たちの実習を組み立てること，また組み立てたら各 Doctor と連絡をとるという
過ごし方をしました。
この頃は，あと３週間ある自分たちの実習は果たして大丈夫なのだろうかと不安に思っていました。しか
し各 Doctor と連絡をとると，ある先生は５年生の卒業試験の様子を見せてくださり，卒業試験の患者さん
から所見を取らせてくれました。またある先生は学校併設のクリニックの案内をしてくださり，４年生を僕
らに紹介してくださいました。このような先生方のご配
慮により一週目も楽しく過ごすことができました。
▼Infection（Respiratory）：２週目
Dctor から学生を紹介してもらい，彼らとともに１週
間実習をさせてもらいました。しかし彼らは Cardiology
を回っているらしく，Cardiology の患者さんの診察も
させてもらうことができました。学生は患者さんの了承
が得られれば，病院内のすべての患者さんの診察が認め
られています。そのため結核，気胸，感染性心内膜炎，
心不全など様々な患者さんの診察をともにさせてもらう
ことができました。
▼Primary care medicine（PCM）：３～４週目
PCM は主にクリニックで実習することになります。
サライヤン campus 内にもクリニックはありますが，
campus 外のタマ・エサクリニックというところで実習
させてもらいました。学生の実習内容は medical officer,
pharmacologist,consultation procedure room などがあ
ります。Procedure room では学生が主体となって患者
さんの処置を行っていました。DM 患者の潰瘍の洗浄
や，鎮痛薬の注射，抜糸などをさせてもらいました。ま
た Consultatin では，指導医の監督のもと学生が外来患
者さんから問診，身体診察をし，治療の計画まで考え，
その後ディスカッションをするという形式でより能動的
Pic2. 実習チームとの記念写真
Pic3. 薬剤部での記念写真
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に学ぶことができているという印象を受けました。
○マレーシアと日本の医療事情
マレーシアの病院には２種類あります。それは Government hospital と Private hospital です。前者はも
ちろん政府経営の病院で，クリニックなどでの診察費は１リンギット（≒３０円）で非常に安くなっていま
す。しかしそのためかクリニック内の患者さんは非常に多く，外来担当の Medical officer は一人の患者さ
んに用いることのできる時間は最大でも１０分程度となってしまうという問題点もありました。対照的に
Private hospital は私営の病院で，やはり医療費は断然高くなっています。留学中山城先生から紹介してい
ただいた日本人向けの私営クリニックで働いている江頭先生の所に見学させてもらう機会がありました。そ
のクリニックはビルの中にありましたが，中は非常にきれいにされており，また機材も最新のものを用いて
いるという話でした。
▼実習全体を通して感じたこと
４週間実習をさせてもらい日本と大きく違うと感じた点は３点ありました。
１つ目はレクチャー，プレゼンテーションは全て英語という点です。先生はもちろん学生のプレゼンテー
ションも流暢で，意見も活発に英語でなされていました。学生に聞いたところ，最初から英語が話せたわけ
でなく，プレゼンテーションなどで話していくうちに少しずつ上達していったそうです。
２つ目はより臨床に向かった教育がなされているという点です。病棟では全ての患者さんの診察を行うこ
とができますし，クリニックでは処置のほとんどを学生が行っていました。また身体診察に重点が置かれた
Bed side teaching で，クリニックでのレクチャーはどのような薬を処方するか，という点まで突っ込んだ
議論がなされており臨床能力ではマレーシアの学生には圧倒されることばかりでした。しかし，マレーシア
のほうが優れていることばかりではないとも感じました。それは富山大学での実習では，自分の担当患者さ
んに関して深く勉強していたなと感じた点です。富山大学では自分の患者さんを診察し，どのような疾患が
考えられるか，またどのような治療をするか，さらに論文から現在の患者さんに関する最新知見を調べたり
と，深さでは富山大学で学ばせてもらったことは多くあったと思っています。
３つ目は Primary care の概念がとても広まっているという点です。１年間富山大学で実習させてもらい
ましたが，日本ではまだまだ Primary care の教育はされていないと感じました。私は Primary care に興味
があるので先生方の誇りを持って学生に教育している様子は非常に心に残りました。
○費用（４週間）
旅費：約８万円
寮費：約２万円
生活費：約６万円
その他土日の観光費などを含めて約２０万円程度でした。
＊注意
今年は UiTM に学費を払うことがなかったのですが，来年から必要になるという話でした。具体的に
いくらということはわかりませんが，以上の金額に学費も来年は必要になると思われます。
○持ち物
・ノートパソコン（インターネット等使うことになるので必須）
・電子辞書
・日本からのお土産（UiTM の学生はみなムスリムです。なのでアルコール＆豚肉の含まれないものをお土
産にしてください）
・教科書（イヤーノートのみで足ります。）
○実習を終えて
英語もままならないままマレーシアへ飛び立ちましたが，来たときと帰る時では英語の能力は確実に上
がったと感じました。それは語彙が増えたとかではなく，英語を使うということに頭が慣れたということだ
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と思います。また現地の学生は非常に暖かく私たちを迎えてくれました。拙い英語しか話せない私たちとも
根気強くコミュニケーションをとってくれたり，色
んな場所に遊びに連れて行ってくれました。彼らの
おかげでマレーシアでの実習を楽しめたのは言うま
でもありません 実習の内容よりも彼らと遊んだ
経験は私にとって素敵な思い出になりました。ま
た，彼らはムスリムであったこともあり，信仰，人
種，文化についても考えさせられることが多々あ
り，日本を客観的にみるという目的は達成されまし
た。
マレーシアでの経験は本当に素敵なものになりま
した。このような機会を与えてくださった山城先
生，Prof.Nasimul，自分の家族，共にマレーシアで
学んだメンバーには心から感謝しています。どうも
ありがとうございました。
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